
電気電子工学科の学習・教育到達目標とJABEE基準との対応
（2021年度入学生用）
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(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i)

(A) 科学技術・人文社会の教養 ◎ ○

(B) 技術者としての倫理 ◎

(C) 数理・情報処理能力 ◎

(D1) 実験・データ解析能力 ◎

(D2) 専門知識の修得・応用能力 ◎

(D3) デザイン能力 ◎

(E) コミュニケーション能力 ◎

(F) 学修習慣とキャリア形成 ◎

(G1) 業務推進能力 ◎

(G2) 協働能力 ◎
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電気電子工学科の学習・教育到達目標とJABEE基準との対応
（2020年度以前入学生用）

JABEE基準１の(2)の
知識・能力

電気電子工学科の
学習・教育到達目標
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点
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的
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る
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す
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(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i)

(A) 科学技術教養 ◎ ○

(B) 人文社会教養 ◎ ○

(C) 技術者としての倫理 ◎

(D) 数理・情報処理能力 ◎

(E1) 実験・データ解析能力 ◎

(E2) 専門知識の修得・応用能力 ◎

(E3) デザイン能力 ◎

(F) コミュニケーション能力 ◎

(G) 学修習慣とキャリア形成 ◎

(H1) 業務推進能力 ◎

(H2) 協働能力 ◎
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